
一
万
七
千
五
百
円

二
万
九
千
円

二
万
二
千
六
百
円

三
万
七
千
五
百
円

三
万
三
千
三
百
円

五
万
二
千
三
百
円

三
万
九
千
九
百
円

六
万
千
三
百
円

五七

万
五
百
円

万
七
千
円

七
千
四
百
円

一
万
五
百
円

一
万
七
千
三
百
円

二
万
八
千
六
百
円

二
万
二
千
三
百
円

三
万
七
千
円

三
万
二
千
八
百
円

五
万
千
六
百
円

三
万
九

六
万
四

千
三
百
円

百
円

四
万
九
千
八
百
円

七
万
五
千
九
百
円

七
千
三
百
円

一
万
四
百
円

五
千
七
百
円

九
千
二
百
円

七
千
七
百

一
万
二
千

円二
百
円

一
万
千
六
百
円

一
万
七
千
百
円

一
万
四
千
円

二
万
三
百
円

一
万
七
千
七
百
円

二
万
五
千
八
百
円

五
千
六
百
円

九
千
百
円

七
千
六
百
円

一
万
二
千
円

一
万
千
四
百
円

一
万
六
千
九
百
円

一
万
三
千
八
百
円

二
万
円

一
万
七
千
五
百
円

二
万
五
千
四
百
円

第
四
条
第
三
号
イ
の
表
中 「

」
を

」
に
改
め
、
同
号
ロ
の
表
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

「

一
万
七
千
五
百
円

二
万
九
千
円

二
万
二
千
六
百
円

三
万
七
千
五
百
円

三
万
三
千
三
百
円

五
万
二
千
三
百
円

三
万
九
千
九
百
円

六
万
千
三
百
円

五
万

七
万

五
百
円

七
千
円

七
千
四
百
円

一
万
五
百
円

一
万
七
千
三
百
円

二
万
八
千
六
百
円

二
万
二
千
三
百
円

三
万
七
千
円

三
万
二
千
八
百
円

五
万
千
六
百
円

三
万
九
千

六
万
四
百

三
百
円

円

四
万
九
千
八
百
円

七
万
五
千
九
百
円

七
千
三
百
円

一
万
四
百
円

第
四
条
第
三
号
の
表
中 「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

平成™™年š月š˜日 水曜日 (号外第�Ÿ号)官 報

第
十
条
第
三
号
中
「
十
九
万
九
千
円
」
を
「
二
十
万
千
円
」
に
、「
十
五
万
九
千
二
百
円
」
を
「
十
六
万
八
百
円
」
に

改
め
る
。

第
十
二
条
第
二
号
中
「
十
三
万
七
千
五
百
円
」
を
「
十
三
万
四
千
二
百
円
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
三
号
中
「
十
九
万
九
千
円
」
を
「
二
十
万
千
円
」
に
、「
十
五
万
九
千
二
百
円
」
を
「
十
六
万
八
百
円
」
に

改
め
る
。

第
十
二
条
第
二
号
中
「
十
三
万
七
千
五
百
円
」
を
「
十
三
万
四
千
二
百
円
」
に
改
め
る
。

別
表
の
第
２
章
通
則
の
３
の
ロ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ロ
イ
以
外
の
場
合

\
3
0分
以
上
の
場
合

4
0
0点

]
3
0分
未
満
の
場
合

3
3
0点

別
表
の
第
２
章
通
則
の
12
の
注
２
中「（平

成
1
8年
厚
生
労
働
省
告
示
第
9
5号

）」を「（平
成
2
0年
厚
生
労
働
省
告
示
第

6
0号

）」に
改
め
、
同
12
を
同
13
と
す
る
。

別
表
の
第
２
章
通
則
中
11
を
12
と
す
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
三
十
六
号

災
害
救
助
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
二
百
二
十
五
号
）
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
災
害
救
助
法

に
よ
る
救
助
の
程
度
、
方
法
及
び
期
間
並
び
に
実
費
弁
償
の
基
準
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
百
四
十
四
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

第
二
条
第
二
号
ロ
中
「
二
百
四
十
万
四
千
円
」
を
「
二
百
三
十
八
万
七
千
円
」
に
改
め
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
三
十
七
号

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
二
百
七
十

五
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律

に
よ
る
救
援
の
程
度
及
び
方
法
の
基
準
（
平
成
十
六
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
し
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

第
二
条
第
一
号
ニ
\
及
び
第
二
号
ロ
中
「
二
百
四
十
万
四
千
円
」
を
「
二
百
三
十
八
万
七
千
円
」
に
改
め
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
三
十
八
号

心
神
喪
失
等
の
状
態
で
重
大
な
他
害
行
為
を
行
っ
た
者
の
医
療
及
び
観
察
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第

百
十
号
）
第
八
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
心
神
喪
失
等
の
状
態
で
重
大
な
他
害
行
為
を
行
っ
た
者
の
医
療
及

び
観
察
等
に
関
す
る
法
律
第
八
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
医
療
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
方
法
（
平
成
十
七
年

厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

別
表
の
第
１
章
第
１
節
の
注
４
中
「超

え
る

」
を
「超

え
１
年
1
8
0日
以
内
の

」
に
改
め
、「3

1
0点
）
を
減
算

」
の
下

に
「し
、
社
会
復
帰
期
入
院
対
象
者
入
院
医
学
管
理
料
の
算
定
を
開
始
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
１
年

1
8
0日
を
超
え
る

期
間
に
あ
っ
て
は
、
１
日
に
つ
き
所
定
点
数
か
ら

1¶
4
0
0点
（
法
第

4
9条
第
１
項
に
基
づ
く
退
院
の
許
可
の
申
立
て
を

行
っ
て
か
ら

1
8
0日
を
経
過
し
て
い
な
い
場
合
又
は
当
該
申
立
て
に
つ
い
て
法
第

5
1条
第
１
項
第
１
号
の
決
定
が
な
さ

れ
た
場
合
は
、
9
0
0点
）
を
減
算

」
を
加
え
る
。

別
表
の
第
１
章
第
１
節
の
注
５
中
「第

３
章

」
を
「第

４
章

」に
、「（平

成
1
8年
厚
生
労
働
省
告
示
第
9
2号

）」を「（平

成
2
0年
厚
生
労
働
省
告
示
第
5
9号

）」に
改
め
る
。

別
表
の
第
１
章
第
２
節
の
注
３
中
「第

３
章

」
を
「第

４
章

」
に
、「指

導
管
理
等

」
を
「医

学
管
理
等

」
に
、「及

び

第
1
2部
放
射
線
治
療

」
を
「、

第
1
2部
放
射
線
治
療
及
び
1
3部
病
理
診
断

」
に
改
め
る
。

別
表
の
第
１
章
第
２
節
の
注
５
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

注
６
法
第
4
2条
第
１
項
第
２
号
又
は
第
5
1条
第
１
項
第
２
号
に
よ
る
決
定
後
に
通
院
対
象
者
に
対
し
て
円
滑

に
通
院
対
象
者
通
院
医
学
管
理
を
行
う
た
め
、
当
該
通
院
対
象
者
に
係
る
法
第
3
8条
（
第
5
3条
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に

よ
る
生
活
環
境
の
調
査
又
は
法
第

1
0
1条
に
よ
る
生
活
環
境
の
調
整
を
担
当

す
る
保
護
観
察
所
と
調
整
の
上
、
あ
ら
か
じ
め
当
該
決
定
前
に
、
当
該
対
象
者
が
入
院
し
て
い
る
法
第
3
4

条
第
１
項
の
入
院
に
係
る
医
療
機
関
（
以
下
「
鑑
定
入
院
医
療
機
関
」
と
い
う
。）又
は
指
定
入
院
医
療
機

関
か
ら
情
報
を
収
集
し
、
通
院
対
象
者
通
院
医
学
管
理
の
開
始
に
必
要
な
調
整
を
実
施
し
た
場
合
、
前
期

通
院
対
象
者
通
院
医
学
管
理
料
の
初
回
算
定
時
に
限
り
、
所
定
点
数
に
通
院
医
学
管
理
事
前
調
整
加
算
と

し
て

6
0
0点
を
加
算
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
通
院
対
象
者
が
入
院
し
て
い
た
鑑
定
入
院
医
療
機
関
又
は
指

定
入
院
医
療
機
関
が
引
き
続
き
、
指
定
通
院
医
療
機
関
と
し
て
通
院
対
象
者
通
院
医
学
管
理
を
行
う
場
合

は
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

注
７
心
神
喪
失
等
の
状
態
で
重
大
な
他
害
行
為
を
行
っ
た
者
の
医
療
及
び
観
察
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令

（
平
成
1
6年
政
令
第
3
1
0号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。）第

1
2条
の
会
議
（
以
下
「
ケ
ア
会
議
」
と
い
う
。）

に
通
院
対
象
者
通
院
医
学
管
理
を
行
う
指
定
通
院
医
療
機
関
の
職
員
が
出
席
し
、
法
第
9
1条
の
規
定
に
基

づ
き
通
院
対
象
者
の
適
切
な
処
遇
の
実
施
に
資
す
る
よ
う
、
精
神
障
害
者
の
医
療
、
保
健
又
は
福
祉
に
関

す
る
機
関
と
の
連
絡
調
整
の
た
め
、
保
護
観
察
所
を
含
む
関
係
機
関
に
対
し
て
通
院
対
象
者
の
医
療
等
の

情
報
提
供
を
行
っ
た
場
合
、
ケ
ア
会
議
の
開
催
の
都
度
、
所
定
点
数
に
通
院
医
学
管
理
情
報
提
供
加
算
と

し
て
4
5
0点
を
加
算
す
る
。
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